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僕
が
先
日
都
新
聞
に
書
い
た
感
想
の
な
か
で
、
「
新
劇
を
面
白
く
す
る
」
方
法
と
し
て
、
大
ざ
つ
ぱ
な

個
条
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
中
に
、
「
稽
古
は
少
く
と
も
二
ヶ
月
間
ぶ
つ
通
し
で
や
る
こ
と
」
と
い
ふ
一
ヶ

条
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
今
更
で
は
な
い
が
、
そ
こ
こ
こ
で
疑
問
を
抱
く
人
が
あ
り
、
坪
内
士
行
氏

な
ど
も
、
Ｐ
・
Ｃ
と
い
ふ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
こ
の
問
題
に
触
れ
て
を
ら
れ
る
の
を
み
た
。

　
非
常
に
お
世
辞
の
い
い
同
氏
の
反
駁
を
、
僕
が
取
立
て
て
か
れ
こ
れ
云
ふ
筋
合
で
も
な
し
、
殊
に
、
演

出
に
関
す
る
興
味
あ
る
一
家
言
は
、
僕
を
首
肯
せ
し
め
る
に
足
る
も
の
で
あ
つ
た
。
僕
も
、
さ
う
云
へ
ば
、

数
ヶ
月
前
、
本
誌
（
「
劇
作
」
）
上
で
「
演
出
に
つ
い
て
」
と
い
ふ
一
文
を
草
し
、
坪
内
氏
の
お
考
へ
に

な
つ
て
ゐ
る
や
う
な
こ
と
を
、
別
の
角
度
か
ら
、
も
つ
と
堅
苦
し
く
述
べ
て
お
い
た
や
う
に
思
ふ
。

　
さ
て
、
演
出
の
問
題
か
ら
、
当
然
、
稽
古
の
問
題
に
は
ひ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
は
演
出
を
論
ず
る

よ
り
も
一
層
困
難
で
あ
つ
て
、
理
由
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
僕
に
「
俳
優
と
し
て
の
経
験
」
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
日
本
の
情
勢
で
は
、
や
は
り
、
作
家
が
演
出
を
引
受
け
、
心
理
学
者
が
劇
評

を
や
り
、
翻
訳
家
が
戯
曲
史
を
説
き
、
と
い
ふ
風
に
で
も
し
な
け
れ
ば
、
誰
も
な
ん
に
も
し
な
い
こ
と
に

な
り
さ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
僕
は
、
夙
に
、
俳
優
の
演
技
に
つ
い
て
論
じ
、
劇
団
の
経
営
に
つ
い
て
論

じ
、
演
出
家
の
著
作
権
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
、
敢
て
憚
ら
な
い
次
第
で
あ
る
が
、
序
に
、
稽
古
に
つ
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い
て
、
僕
の
貧
し
い
経
験
と
、
過
去
の
貴
重
な
見
聞
を
土
台
に
、
若
干
、
信
じ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
よ

う
と
思
ふ
。

　
所
謂
演
出
法
が
、
演
出
家
の
資
質
才
能
に
よ
つ
て
、
そ
の
根
本
的
態
度
を
異
に
す
る
や
う
に
、
稽
古
の

方
法
も
亦
、
俳
優
の
力
量
経
験
並
び
に
そ
の
テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト
に
応
じ
て
、
多
種
多
様
で
あ
ら
う
。

　
が
、
研
究
の
便
宜
上
、
こ
こ
で
は
条
件
を
限
定
し
て
、
日
本
の
「
新
劇
」
が
現
在
所
有
し
て
ゐ
る
俳
優

の
う
ち
、
比
較
的
、
素
質
も
豊
か
で
、
比
較
的
素
直
な
成
長
を
遂
げ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
若
干
の
人
々
を

集
め
て
一
劇
団
を
結
成
し
た
と
仮
定
し
、
そ
の
劇
団
は
、
経
済
的
に
独
立
す
る
必
要
と
抱
負
の
下
に
、
少

く
と
も
一
興
行
に
一
万
人
以
上
の
観
客
を
吸
収
す
る
方
針
で
万
端
の
準
備
を
整
へ
る
。

　
演
し
物
は
一
本
立
、
都
合
に
よ
つ
て
は
開
幕
劇
を
添
へ
る
。

　
演
出
は
、
原
則
と
し
て
僕
の
所
謂
「
批
評
的
演
出
」
に
よ
る
。
（
勿
論
、
場
合
に
よ
り
、
個
々
の
俳
優

に
応
じ
て
、
指
導
的
乃
至
協
議
的
演
出
の
方
法
を
並
用
す
る
こ
と
）

　
そ
こ
で
、
本
読
み
に
よ
つ
て
稽
古
を
開
く
。

　
配
役
を
発
表
し
て
か
ら
、
一
週
間
、
台
本
た
る
戯
曲
の
全
般
的
研
究
。
役
々
に
関
す
る
必
要
な
る
解
説

及
び
各
人
物
構
成
上
の
注
意
（
モ
デ
ル
選
択
の
方
針
又
は
職
業
的
習
癖
の
観
察
事
項
等
を
含
む
）
　
　
こ

の
期
間
は
、
毎
日
読
み
合
せ
を
一
回
づ
つ
行
ふ
。
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第
二
週
、
第
三
週
。
主
と
し
て
、
「
白
」
の
言
ひ
方
。
（
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
演
出
家
の
目
指
す
標
準

如
何
に
よ
つ
て
決
せ
ら
れ
る
。
）

　
第
四
週
。
立
稽
古
開
始
。
主
と
し
て
、
動
き
の
研
究
。
一
日
一
幕
の
割
合
。

　
第
五
週
。
白
、
表
情
、
科
、
動
き
の
全
体
的
統
一
。

　
第
六
週
。
白
、
表
情
、
科
、
動
き
の
部
分
的
工
夫
及
び
練
磨
。
こ
の
間
、
演
出
家
は
主
と
し
て
、
舞
台

の
リ
ズ
ム
を
正
確
に
測
定
し
、
演
技
の
ト
オ
ン
を
最
高
度
に
引
上
げ
る
努
力
を
す
る
。

　
第
七
週
。
部
分
的
仕
上
げ
　
　
特
に
重
要
な
場
面
、
困
難
な
場
面
の
仕
上
げ
。
未
熟
な
俳
優
の
特
別
指

導
。
音
楽
及
音
響
効
果
と
の
関
係
。

　
第
八
週
。
メ
エ
キ
ヤ
ッ
プ
、
コ
ス
チ
ュ
ウ
ム
、
小
道
具
し
ら
べ
を
兼
ね
て
、
本
舞
台
を
使
用
す
る
稽
古
。

　
第
八
週
の
終
り
、
又
は
第
九
週
目
に
舞
台
稽
古
。
少
く
と
も
三
回
。

　
稽
古
の
時
間
は
、
一
日
三
　
五
時
間
。
但
し
、
稽
古
の
時
間
だ
け
「
稽
古
」
す
る
の
で
な
い
こ
と
は
勿

論
で
あ
る
。
俳
優
各
自
は
、
台
詞
を
覚
え
込
む
ば
か
り
で
な
く
、
前
日
の
稽
古
に
よ
つ
て
到
達
し
た
も
の

へ
、
そ
の
翌
日
は
、
何
物
か
を
附
加
す
べ
く
稽
古
場
へ
出
か
け
て
行
く
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
附
加

す
べ
き
も
の
は
、
演
出
者
か
ら
与
へ
ら
れ
る
も
の
を
期
待
す
る
以
外
に
、
自
ら
何
等
か
の
新
し
い
発
見
を

用
意
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
稽
古
の
根
本
要
件
で
あ
る
。
即
興
と
ま
ぐ
れ
当
り
は
禁
物
で
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あ
る
。

　
こ
の
新
し
い
発
見
は
、
如
何
に
し
て
得
ら
れ
る
か
と
い
ふ
と
、
先
づ
第
一
に
、
「
テ
キ
ス
ト
の
理
解
」

か
ら
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
理
解
は
、
抑
も
教
養
と
経
験
に
よ
つ
て
広
狭
深
浅
の
差

を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
が
、
演
出
家
そ
の
他
の
協
力
指
導
が
加
は
つ
て
、
ほ
ぼ
「
完
全
な
理
解
」
に
到
達

し
た
ら
、
そ
の
次
は
、
そ
の
「
人
物
」
の
立
体
的
構
成
に
必
要
な
想
像
と
観
察
を
働
か
さ
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
こ
れ
が
ま
た
、
俳
優
の
教
養
と
経
験
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
し
か
も
、
稽
古
中
、
最
も
多
く

の
時
間
と
努
力
を
費
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
で
あ
る
。
さ
て
、
最
後
に
、
「
自
分
の
頭
に
描
き
得
た
」
人

物
を
、
如
何
に
表
現
す
る
か
と
い
ふ
段
に
な
つ
て
、
は
じ
め
て
、
演
出
家
の
批
判
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る
が
、
俳
優
の
「
頭
に
描
か
れ
た
」
人
物
と
い
ふ
も
の
が
、
既
に
、
そ
の
舞
台
全
体
の
ト
オ
ン
を
先
づ
決

定
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
未
熟
な
、
芸
術
的
天
分
の
少
い
俳
優
は
、
常
に
、
そ
の

「
人
物
」
を
、
期
せ
ず
し
て
、
調
子
の
低
い
、
類
型
的
な
、
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も
魅
力
の
な
い
人
物

と
し
て
「
頭
に
描
い
て
」
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
演
出
家
と
雖
も
困

難
至
極
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
才
能
に
富
み
、
教
養
豊
か
な
る
俳
優
は
、
戯
曲
に
描
か
れ
た
人
物
を
、

最
も
正
確
に
、
最
も
溌
剌
と
、
し
か
も
、
時
と
し
て
、
そ
の
戯
曲
が
求
め
て
ゐ
る
以
上
、
「
魅
力
あ
る
」

人
物
と
し
て
自
分
の
頭
の
中
に
描
き
出
す
能
力
を
備
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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芝
居
が
「
面
白
く
」
な
る
の
は
、
多
く
こ
の
秘
密
が
土
台
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
即
ち
、
か
う
い
ふ
俳
優
ば
か
り
な
ら
、
稽
古
は
恐
ら
く
一
週
間
で
十
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
事

実
は
、
然
ら
ず
。
現
在
日
本
の
新
劇
俳
優
諸
君
は
、
そ
の
才
能
と
教
養
を
補
ふ
意
味
に
於
て
最
少
限
二
た

月
の
稽
古
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
せ
め
て
、
脚
本
中
の
一
役
を
「
十
分
に
」
理
解
し
、
こ
れ
を
「
演

劇
」
が
求
め
て
ゐ
る
程
度
に
「
魅
力
づ
け
る
」
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
今
日
ま
で
の
新
劇
は
、
戯
曲
中
の
人
物
を
、
「
消
極
的
」
に 

肉 

体 

化 

ア
ン
カ
ル
ネ

し
て
ゐ
た
に
す
ぎ
ぬ
。
つ
ま
り
、

脚
本
と
俳
優
と
が
手
を
つ
な
い
で
、
辛
う
じ
て
舞
台
の
上
を
歩
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
「
面
白
い
」
芝
居

と
は
、
少
く
と
も
、
俳
優
が
、
独
立
し
て
、
舞
台
を
闊
歩
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
脚
本
が
、
個
々
の
人
物
に
砕

け
て
、
俳
優
の
中
に
融
け
込
ん
で
ゐ
る
状
態
か
ら
、
「
演
劇
」
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
脚
本
は
俳
優
に
人

物
Ａ
を
提
供
す
る
。
俳
優
は
舞
台
に
人
物A

'
を
運
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
Ａ
とA

'

と
の
間
に
は
、
文
学
か

ら
演
劇
に
通
ず
る
歴
史
の
経
過
が
あ
る
。
即
ち
、
作
家
的
空
想
か
ら
俳
優
的
空
想
へ
の
推
移
で
あ
り
、
発

展
で
あ
る
。
戯
曲
の
再
現
と
は
こ
の
こ
と
を
云
ふ
の
だ
。
過
去
の
新
劇
は
、
畢
竟
、
舞
台
よ
り
、
こ
の
俳

優
的
空
想
と
、
そ
の
表
現
の
自
発
性
を
促
す
か
の
大
切
な
感
受
性
を
排
除
し
て
ゐ
た
の
だ
。
芝
居
と
し
て

面
白
く
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
同
時
に
、
日
本
の
演
出
家
が
、
常
に
俳
優
の
指
導
者
た
ら
ん
と
し
て
、

し
か
も
真
の
俳
優
を
作
り
得
な
か
つ
た
原
因
は
、
演
劇
論
的
に
こ
の
認
識
を
欠
い
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
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そ
こ
で
こ
の
「
俳
優
的
空
想
」
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
元
来
、
事
新
ら
し
く
論
じ
る
ま
で
も

な
く
、
俳
優
の
演
技
を
生
み
出
す
根
元
で
あ
つ
て
、
そ
の
「
空
想
」
の
質
に
よ
つ
て
、
舞
台
の
色
調
と
品

位
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
に
は
歌
舞
伎
俳
優
的
空
想
が
あ
り
、
新
派
に
は
新
派
俳
優
的
空
想

が
、
曾
我
乃
家
に
は
曾
我
乃
家
的
、
エ
ノ
ケ
ン
に
は
エ
ノ
ケ
ン
的
空
想
が
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
芝
居
を

種
々
な
意
味
で
「
面
白
く
」
し
て
ゐ
る
が
、
一
方
、
運
命
的
に
舞
台
を
伝
統
と
因
襲
と
悪
趣
味
の
虜
た
ら

し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
新
劇
の
成
長
に
は
先
づ
、
「
新
劇
俳
優
的
空
想
」
の
基
礎
か
ら
築
き
上
げ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
今
日
の
稽
古
に
於
て
は
、
平
生
の
修
業
は
別
と
し
て
、
こ
の
一
点
に
研
究
熟
練
の
重
心
を
お
く

こ
と
が
肝
腎
で
あ
る
。
演
出
家
も
亦
、
現
在
に
於
て
は
、
俳
優
相
互
の
有
機
的
関
係
を
統
一
規
整
す
る
一

方
、
進
ん
で
、
人
物
の
構
成
を
文
学
的
解
釈
に
委
せ
ず
、
俳
優
の
「
空
想
」
を
拡
大
さ
せ
、
こ
の
感
受
性

を
助
長
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
暗
示
と
鞭
撻
を
与
へ
る
用
意
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
二
ヶ
月
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
る
で
あ
ら
う
。
（
一
九
三
四
・
四
）
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ま
し
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入
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は
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